
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

光源と、
この光源の発光色で透過照明される第１の表示部と、前記光源の発光色とは異なる照明色
で透過照明される第２の表示部と、これら第１，第２の表示部の背景を構成する地色部と
を有する表示パネルとを備え、
前記第２の表示部と前記光源との間に前記光源が発する放射光成分のうち所定の波長成分
を通過させて前記放射光を前記光源の発光色とは異なる色に調整する光透過性の調色層を
形成し、
前記第２の表示部を前記調色層よりも光反射率の高い着色層から形成したことを特徴とす
る表示装置。
【請求項２】

の表示装置。
【請求項３】

の表示装置。
【請求項４】

の表示装置。
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発光ダイオードまたはエレクトロルミネッセンスからなる

前記発光ダイオードが黄色から橙色の範囲に属する色の放射光を発することを特徴とする
請求項１記載

前記発光ダイオードがドミナント波長で略５７５ｎｍ～５９５ｎｍの放射光を発すること
を特徴とする請求項２記載

前記調色層が前記着色層よりも赤みがかった色調を有することを特徴とする請求項３記載



【請求項５】

の表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光源の点灯により表示パネルを透過（バックライト）照明する表示装置に関し
、例えば自動車、オートバイ、船舶、農建機、航空機に代表される各種乗物に搭載される
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば自動車のダッシュボードには、計器からなる表示装置が搭載され、様々な種類の計
測値、例えば車速，エンジン回転数，冷却水温度，燃料等を表示するようになっている。
それが指針式の計器であった場合、センサからの計測信号に応じて回転動作する指針と、
この指針の回転動作に応じて配列された文字や目盛等からなる表示部を有する目盛板とを
備えており、指針が表示部を指し示すことにより計測値を表示する。
【０００３】
このような指針式計器は通常、例えば夜間時等、周囲が暗い場合でも視認性を確保できる
よう照明用の光源を有しており、その中に表示パネルの背後に配置された光源で表示部や
指針をバックライト（透過）照明するものがある。
【０００４】
このような透過照明タイプの指針式計器に適用される表示パネルは、指針の動作に対応し
た文字、目盛、指標等を構成する光透過性の表示部と、この表示部の背景を構成する遮光
性の地色部とを有し、これら表示部と地色部は、例えばスクリーン印刷により光透過性の
基板に被着形成される。この際、表示部は適宜色の光透過性を有するインクを用いて基板
上に印刷形成され、地色部は例えば黒色等暗色系の遮光性を有するインクを用いて表示部
を遮蔽しないように基板上に一様に印刷形成され、光源からの放射光により光透過性の表
示部を透過照明できるように構成される。
【０００５】
図５，図６は、透過照明タイプの指針式計器の一般的構造を示すもので、図５は指針式計
器の正面図、図６は図５のＡ－Ａ線に沿った断面図であり、エンジンの回転数を表示する
回転計（タコメータ）からなる。すなわち図５，図６において、表示パネルは、指針０１
の回転動作に応じた回転数表示部及び目盛表示部からなる第１の表示部０２と、回転数が
警報範囲にあることを表す警報ゾーン表示部からなる第２の表示部０３と、これら表示部
０２，０３の背景となる地色部０４とを有している。第１の表示部０２は例えば白色の着
色層０２ａからなり、第２の表示部０３は例えば赤色の着色層０３ａからなり、地色部０
４は黒色の地色層０４ａからなり、それぞれが光透過性の基板０５上に印刷形成された着
色インクにより形成されている（図６参照）。
【０００６】
これら表示部０２，０３の背後には、光源０６が配置され、光源０６の放射光により第１
，第２の表示部０２，０３とが異なる色で透過照明されるようになっている。光源０６と
しては、例えばタングステンランプ（白熱バルブ）や発光ダイオードが一般的であるが、
最近ではこの表示装置自体の電子化等に伴いマイコン駆動に適した発光ダイオードが多く
採用されるようになってきた。
【０００７】
タングステンランプは、その照射光成分の波長域（スペクトル分布）が比較的広いため、
着色層０２ａ，０３ａを、不要な波長成分を吸収し且つ必要な波長成分を通過させる色フ
ィルタとして機能させることにより、表示部０２，０３の照明色を比較的広範囲に調整で
き、多くの場合、着色層０２ａ，０３ａ自体の色が照明色となる。
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前記表示パネルが各種乗物に搭載される計器の目盛板からなり、前記第２の表示部が警報
用の表示部でなることを特徴とする請求項２から請求項４のうち何れか一つに記載



【０００８】
発光ダイオードは、その照射光成分の波長域がタングステンランプに比べて狭いため、着
色印刷層を色フィルタとして機能させても、それを通して得られる照明色には限界がある
。このため、単一（共通）の発光ダイオードからなる光源０６で第１，第２の表示部０２
，０３を異なる色で照明しようとしても、第１，第２の表示部０２，０３の照明色にほと
んど差が認められないことがある。
【０００９】
例えば、光源０６としてドミナント波長が５８６ｎｍ～５９２ｎｍの範囲に属する橙色の
放射光を発する発光ダイオードを使用する場合、白色の着色層０２ａでなる第１の表示部
０２は、光源０６の発光色と同じ橙色に照明されるが、赤色の着色層０３ａでなる第２の
表示部０３の照明色は、光源０６自体の発光色（第１の表示部０２の照明色）と同じか極
めて近い照明色になりやすい。これは光源０６の放射光の波長成分（スペクトル）が特定
の波長域に集中しているため、赤色の着色層０３ａを通過させても色変化が生じにくいた
めである。
【００１０】
そこで、例えば第２の表示部０３の照明色の赤みを強くし、第１の表示部０２の照明色と
の色の差を出すには、着色層０３ａの色を出来るだけ赤みの強い濃い赤色に設定し、放射
光の波長成分のうち、橙色系または黄色系の波長成分を吸収させ、赤色系の波長成分を通
過させることにより、第２の表示部０３の照明色の赤みを強くし、第１の表示部０２の照
明色と異ならせることが考えられる。
【００１１】
また第１，第２の表示部０２，０３の照明色との色差を明確化するため、着色層０３ａを
蛍光物質を混入した赤色の蛍光インクで形成したり、着色層０３ａと光源０６との間に蛍
光インクでなる調色層（図示せず）を設けることにより、光源０６からの放射光を長波の
光に色変換し、第２の表示部０３の照明色の赤みを強くして第１の表示部０２の照明色と
異ならせることも考えられる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、第２の表示部０３を形成する着色層０３ａを濃い赤色の色調に設定する前
者の例では、着色層０３ａの光反射率（外から光があたった時の光反射率）が低下しやす
く、これにより外光反射で表示パネルを見たとき、第２の表示部０３の色がくすんだり、
黒ずんで視認され、地色部０４と第２の表示部０３との色コントラスト（色の差）が悪化
しやすい。一方、地色部０４と第２の表示部０３との外光視認時の色コントラストを確保
するため、着色層０３ａを濃赤色の色調よりも光反射率の高い例えば橙色系赤色等赤みの
薄い色調に設定すると、光源０６による照明時に第１の表示部０２の照明色との差別化が
難しくなる。
また蛍光インクにて波長変換を行う後者の例では、蛍光インク自体がコスト高であること
や、紫外線による耐候性（変色や色あせ）等の問題があり、必ずしも好ましいとは言えな
い。
本発明はこの点に鑑みてなされたものであり、外光による視認時には第２の表示部と地色
部との色差を良好にし、光源による照明時には第１，第２の表示部の照明色を相違させる
ことが可能な表示装置を提供するものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
また本発明は前記目的を達成するため、

光源と、この光源の発光色で透過照明される第１の表示部と、前記光源の発光色
とは異なる照明色で透過照明される第２の表示部と、これら第１，第２の表示部の背景を
構成する地色部とを有する表示パネルとを備え、前記第２の表示部と前記光源との間に前
記光源が発する放射光成分のうち所定の波長成分を通過させて前記放射光を前記光源の発
光色とは異なる色に調整する光透過性の調色層を形成し、前記第２の表示部を前記調色層
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よりも光反射率の高い着色層から形成したことを特徴とする。
【００１５】
前記光源が黄色から橙色の範囲に属する色の放射光を発することを特徴とする。
【００１６】
前記発光ダイオードがドミナント波長で略５７５ｎｍ～５９５ｎｍの放射光を発すること
を特徴とする。
【００１７】
前記調色層が前記着色層よりも赤みがかった色調を有することを特徴とする。
【００１８】
前記表示パネルが各種乗物に搭載される計器の目盛板からなり、前記第２の表示部が警報
用の表示部でなることを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明による表示装置は、発光ダイオードからなる光源と、この光源の発光色で透過照明
される第１の表示部と、光源の発光色とは異なる照明色で透過照明される第２の表示部と
、少なくともこれら第１，第２の表示部の背景を構成する地色部とを有する表示パネルと
を備えている。第２の表示部と光源との間には、光源が発する放射光成分のうち所定の波
長成分を通過させ、光源が元来有している放射光の色（発光色）とは異なる色に調整する
光透過性の調色層を形成し、第２の表示部を調色層よりも光反射率の高い着色層から形成
したものである。
このように構成したことにより、光源の非点灯時等、外光による視認時には第２の表示部
のくすみや黒ずみを抑制して地色部との色差を良好にし、光源による照明時には第１，第
２の表示部の照明色を相違させることができ、しかもこのような外光視認時における色自
体の差別化と、照明時における照明色の差別化を蛍光インクを使用することなく達成する
ことができる。
【００２０】
なお光源としては、任意の光源を用いることができるが、発光ダイオードやＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）等、放射光の波長域が比較的の狭いタイプの光源に本発明は好適で
ある。
【００２１】
また第１，第２の表示部の双方を共通の光源にて互いに異なる照明色に透過照明する構成
であれば、光源の発光色や第１，第２の表示部自体の色及びそれらの照明色は任意である
が、調色層にあっては、光源が元来有している放射光の色（発光色）とは異なる色に放射
光を変化させることができ、また着色層にあっては、調色層よりも光反射率が高く、しか
も調色層を通過した光の波長成分を良好に透過させ得る透過層であることが望ましく、例
えば調色層と着色層とを同系色に設定すると有利である。
【００２２】
また表示パネルが自動車等の各種乗物に搭載される計器の目盛板として使用され、第２の
表示部が例えば指針式計器のレッドゾーン表示部のような警報用の表示部からなる場合、
光源として黄色から橙の範囲に属する色の放射光、ドミナント波長で略５７５ｎｍ～５９
５ｎｍの放射光を発する発光ダイオードを用い、第２の表示部の照明色をより赤色系（長
波の光）に調整する際、本発明は好適である。
【００２３】
【実施例】
以下、添付図面に基づき、本発明による表示装置を指針式計器として、例えば自動車用の
指針式タコメータに適用した場合を例に実施例を説明する。
【００２４】
図１は本発明の第１の実施例による指針式タコメータの平面図、図２は図１のＡ－Ａ線に
沿った断面図、図３は図１のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【００２５】
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図２において、本実施例による指針式タコメータは、回路基板１、計器本体２、枠体３、
指針４、表示パネル５、光源６とを備える。
【００２６】
回路基板１は、紙フェノール系またはガラスエポキシ系の硬質の回路基板からなり、その
前方側には所定の銅箔材料からなる複数の配線パターン（図示しない）が形成され、この
配線パターンに計器本体２と光源６が導通接続されている。
【００２７】
計器本体２は、回路基板１の背面側に装着されており、例えば走行速度からなる計測量に
応じて回転する駆動軸２１と図示しない端子とが回路基板１を貫通して前方側に突出し、
前記端子が前記配線パターンに半田付け接続されている。
【００２８】
枠体３は、白色系の合成樹脂からなり、回路基板１と表示パネル５との間に位置して回路
基板１上に配置されており、駆動軸２１及び光源６を取り巻いて指針４側に延びる筒状部
３１と、光源６からの光を表示パネル５側に反射する反射部３２とからなる。
【００２９】
指針４は透明な合成樹脂にて線状に形成され、その背面には例えば橙色のホットスタンプ
層（図示しない）が形成され、またその回転中心部には遮光性を有するカバー４１が装着
され、駆動軸２１により表示パネル５の後述する表示部を指示可能に構成される。
【００３０】
表示パネル５は、枠体３によって支持される板材またはシート材であり、透明な合成樹脂
からなる基板５１の前面側に、指針４の回転動作に応じた回転数表示部及び目盛表示部か
らなる第１の表示部５２と、回転数が警報範囲にあることを表す警報ゾーン表示部からな
る第２の表示部５３と、これら各表示部５２，５３の背景となる地色部５４とを有してい
る（図１参照）。
【００３１】
図３に詳しく示すように、第１の表示部５２は、例えば白色の第１の着色層５２ａからな
り、第２の表示部５３は、例えば赤色系橙色（赤みを帯びた橙色）の色調を有する第２の
着色層５３ａからなり、地色部５４は例えば遮光性を有する黒色の地色層５４からなり、
それぞれが紫外線硬化型のインクを用いてスクリーン印刷により形成され、この場合、各
着色層５２ａ，５３ａは光透過性インクを用いて、地色部５４が形成されない抜き部に印
刷形成されている。
【００３２】
第２の着色層５３ａに対応する基板５１の背面位置であって、第２の着色層５３ａと光源
６との間には、光源６の放射光（発光色）をこれとは異なる色に調整する光透過性の調色
層５５が紫外線硬化型のインクを用いてスクリーンにより印刷形成され、この場合、調色
層５５は、例えば第２の着色層５３ａと同系の赤系色調ではあるが、それよりも赤みの強
い濃い赤色の色調に設定されている。
【００３３】
光源６は、指針４と表示パネル５（第１，第２の表示部５２，５３）を透過照明する表面
実装型の発光ダイオードであり、その発光色は、例えばドミナント波長で５９０ｎｍ前後
の橙色である。
【００３４】
そして光源６が点灯すると、その放射光は、指針４を照明する光源６の場合、指針４内に
至り指針４を橙色に照明する。また表示パネル５を照明する光源６の場合、第１の着色層
５２ａを通過し、第１の表示部５２を光源６の発光色と同じ橙色に照明すると共に、調色
層５３ａ及び第２の着色層５３を通過し、第２の表示部５３を第１の表示部５２の照明色
とは異なる色、すなわち光源６の発光色である橙色よりもさらに赤色を帯びた赤色系橙色
（例えばドミナント波長で６０５～６１５ｎｍの色）に照明する。
【００３５】
ここで、調色層５５は、光源６の発光色を決定する放射光の波長成分のうち、橙色系また
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は黄色系に近い波長成分を吸収し、赤色系の波長成分を通過させることにより、第２の着
色層５３ａ自体の色に近い赤色系橙色に調整するものである。
【００３６】
また第２の着色層５３ａは、それ自体が前記のように赤色を帯びた橙色の色調に設定され
、濃い赤色の色調を有する調色層５５に対して光反射率が高く設定されている。なお調色
層５５に対して第２の着色層５３ａの光反射率が高いとは、例えば所定の同一基板上に調
色層５５を形成する層と第２の着色層５３ａを形成する層とを設けて、同じ光量の外光を
あてた際に、調色層５５よりも第２の着色層５３ａの方が多くの光量を反射するというこ
とである。
【００３７】
このように、光源６の点灯時には、第１の表示部５２は光源６の発光色と同じ橙色、第２
の表示部５３は調色層５５及び第２の着色層５３ａを通過した光により光源６の発光色と
は異なる赤色を帯びた橙色に透過照明され、これにより第１の表示部５２と第２の表示部
５３とが異なる照明色で照明され、双方の照明色に色の差を持たせることができる。
【００３８】
一方、光源６の非点灯時には、表示パネル５はこれの表面に外光があたることにより観察
者に視認されるが、この際、第１の表示部５２は白色、第２の表示部５３は赤色を帯びた
橙色に視認される。そして第２の表示部５３は調色層５５よりも光反射率が高い色調に設
定されるため、第２の表示部５３のくすみや黒ずみを抑制し、地色部５４と第２の表示部
５３との色コントラストを良好となすことができる。
【００３９】
つまり、第２の表示部５３を第１の表示部５２（光源６の発光色）とは異なる赤みの強い
色で照明するに際して、従来は第２の表示部５３自体を光反射率が低い濃い赤色の色調に
設定する必要があり、これにより第２の表示部５３が地色部５４内でくすんだり、黒ずん
で視認され、第２の表示部５３と地色部５４との色コントラストが悪化しやすいものであ
ったが、本実施例では、第２の表示部５３を形成する第２の着色層５３ａとは別に調色層
５５を形成し、この調色層５５の光反射率を第２の着色層５３ａよりも低く設定して透過
照明時の色フィルタとして機能させると共に、第２の着色層５３ａを外光反射による視認
時の色調を決定する光反射率の高い層に設定したことにより、外光反射による視認時の第
２の表示部５３の黒ずみ防止と照明時における第１，第２の表示部５２，５３の照明色の
差別化を両立させたものである。
【００４０】
以上のように本実施例では、光源６と、この光源６の発光色で透過照明される第１の表示
部５２と、光源６の発光色とは異なる照明色で透過照明される第２の表示部５３と、これ
ら第１，第２の表示部５２，５３の背景を構成する地色部５４とを有する表示パネル５と
を備え、第２の表示部５３と光源６との間に光源６が発する放射光成分のうち所定の波長
成分を通過させてその放射光を光源６の発光色とは異なる色に調整する光透過性の調色層
５５を形成し、第２の表示部５３を調色層５５よりも光反射率の高い着色層５３ａから形
成したことにより、外光反射による視認時には第２の表示部５３の黒ずみを抑制して地色
部５４との色差を良好にし、光源６による照明時には第１，第２の表示部５２，５３の照
明色を相違させることができ、しかもこのような外光視認時における色の差別化と、照明
時における照明色の差別化を蛍光インクを使用することなく達成することができる。
【００４１】
なお本実施例では発光色がドミナント波長で５９２ｎｍ前後の発光ダイオードからなる光
源６を用いたが、黄色から橙色の範囲に属する色の放射光を発する発光ダイオードからな
る光源６にて警報ゾーン表示部からなる第２の表示部５３を第１の表示部５２とは異なる
赤みの強い色に照明する場合、５７５ｎｍ～５９５ｎｍ（ドミナント波長）前後の放射光
を発する発光ダイオードを用いることができる。
【００４２】
図４は本発明の第２の実施例を示す表示パネルの要部断面図であり、本実施例では基板５
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１の表面に調色層５５と第２の着色層５３ａとを、調色層５５が第２の着色層５３ａより
も光源６側に位置するように基板５１の表面に重ねて配置したものであり、かかる構成に
よっても前記第１の実施例と同様な効果を期待できる。
【００４３】
なお前記第１，第２の実施例では、第１の表示部５２を光源６と同じ橙色、第２の表示部
を赤色を帯びた橙色に照明する場合を示したが、例えば、光源６を黄緑色の発光色（例え
ばドミナント波長で５５７ｎｍ～５７０ｎｍ）を有する発光ダイオードとし、調色層５５
を、濃い緑色の色調を有する層に設定し、第２の着色層５３ａを、調色層５５よりも光反
射率の高い黄色みを帯びた緑色の色調の層に設定し、第２の表示部５３ａが黄色みを帯び
た緑色に視認または照明されるように構成してもよい。
【００４４】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明は、

光源と、この光源の発光色で透過照明される第１の表示部と、前記光源の発光色とは異
なる照明色で透過照明される第２の表示部と、少なくともこれら第１，第２の表示部の背
景を構成する地色部とを有する表示パネルとを備え、前記第２の表示部と前記光源との間
に前記光源が発する放射光成分のうち所定の波長成分を通過させて前記放射光を前記光源
の発光色とは異なる色に調整する光透過性の調色層を形成し、前記第２の表示を前記調色
層よりも光反射率の高い着色層から形成したことにより、外光による視認時には第２の表
示部と地色部との色差を良好にし、光源による照明時には第１，第２の表示部の照明色を
相違させることが可能な表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例による表示装置となる指針式タコメータの平面図。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿った断面図。
【図３】図１のＢ－Ｂ線に沿った要部断面図。
【図４】本発明の第２の実施例を示す要部断面図。
【図５】従来例を示す正面図。
【図６】図５のＡ－Ａ線に沿った要部断面図。
【符号の説明】
１　回路基板
２　計器本体
３　枠体
４　指針
５　パネル部材
６　光源
２１　駆動軸
３１　筒状部
３２　反射部
４１　カバー
５１　基板
５２　第１の表示部
５２ａ　第１の着色層
５３　第２の表示部
５３ａ　第２の着色層
５４　地色部
５４ａ　地色層
５５　調色層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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